2024年12月の賞与要求につきまして、要求書の内容通り満額回答とします。

【健保認識コメント】

本体の業績は、円安株高の影響からインバウンド需要は引き続き堅調であり、国内顧客においてもCRM戦略の効果もあり共に堅調に推移しています。
更に、販管費コントロールの効果から、24年度の第一四半期は、過去最高の営業利益となり計画値を大幅に上回っています。
そのことからも経営計画は概ね順調に推移していると捉えています。

健保においても24年度までの中期計画の達成度は、保険料率の維持、経常黒字への2期連続転換等をクリアできていることから、概ね中期計画が順調に推移した結果であると捉えています。

引き続き、残課題と新たな課題の解決フェーズに向けて、現在、三越伊勢丹健康保険組合の中長期計画を前後半3年の6年間で立案中です。
今後本体の人員計画は、従業員数の減少は微減に留まるものの、エルダー社員比率が大幅に増加していきます。
健保の収入面から見れば、人数は微減、エルダー社員比率の増加で標準報酬額の減少により保険料収入は減少に転じていきます。
言わば、収入面の頭打ちから減少へと入りながらも、エルダー社員構成の増加から、支出面では給付費の増加が見込まれる非常に難しい局面になります。

その意味からも、「心身ともに健康であり生産性の高い仕事」を従業員全員がなし得る為にも健康経営の進展は必須事項であり、こうした課題認識を企業経営・労組・健保が共通の捉えをしながら、諸課題の解決に向き合っていく必要があります。
その原動力となる人財への投資は、賃金・賞与を含めて欠かすことはできません。
そうしたことからも今回要求通り「満額回答」としている所です。

今後も労使で様々な課題や情報を共有させて頂きながら、解決を図りつつ、以後6年間の中長期計画において更に深く推し進め、グループ企業全体で健康経営が定着し発展できるよう健保としても「改革と進化」を成し遂げていきたいと思いますので、引き続き労働組合のご協力をよろしくお願いいたします。

以上
